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1　 研究の 目的

　　「今後の 子 育て 支援の た めの 施策の 基本的方向につ

い て （エ ン ゼ ル プ ラ ン ）亅 が 1994年 に 策定され 、政府

の 子育て支援対策が本格的に始ま っ た 。 さらに、 「重

点的 に推進すべ き少子化対策の 具体的実施計画 にっ い

て （新エ ン ゼル プラ ン ）」 が 1999年、大蔵、文部、厚

生、労働、建設、自治 6 大臣の 合意に よ っ て 実施され

て い る e

　 こ うい っ た 雇用環境整備や子 育て 支援の 法制度化の

すすむ中、女性 の 就業率が 2000 年 に 80％を 超 え 、 夫婦

共働き世帯が 増加 した。

　 家族の 形態は合計特殊出生 率 が毎年低下 し少子化が

進 行 して い る 中 で、核家族化 が 進行 し て い る。共働き

家庭 に お い て 、子 育て 支援 が な けれ ば、仕 事 と家庭 の

両立 は厳 しい とい う現状が あ る 。

　核家族の 生活の 場は、親 が 育っ た地域や環境 とは違

う とこ ろ で生活 す る こ とが多く、地域や他 の 家族 との

結 び っ きが 弱くなる。親族間で世代間の 育児伝承機能

や 家族 間 の 互 助機能 が 低下 し、家庭の 子育て 機能 が弱

体化 し て い る。こ うした家庭 の 子育て機能 の 弱体化、

親の 子 育て に関する知識や経験不足、そ して、母親が

子育て をする の が当た り前 とい っ た考え方等、さまざ

ま な要因が 重な り合 っ て い る 現状 が あ る。

　有職女性 は 仕事 も子 育て も して あ た りま えとい っ

た よ うに 、母親 に 家事 ・育児負担 が か か り、また、特

に 専業主婦は 子 育 て が密室 化 し、育児 不 安 や 育児 ス ト

レ ス を 抱え、孤立化 した り、育児 ノイ ロ
ーゼ にな っ た

り、幼児虐待等の 問題 が 起 き て い る。

　 「子育て 中の 親を支 え、励 ま し、育て る こ とに より、

子 ど もを育て ようとい う
“
間接的なか か わ り

”
」 と 「子

育て 真 っ 最 中 の 親 の ニ ーズ を聞 き、思春期 を 見 通 した

子 育て 支援 の 方法を開発 して い くこ と」 （原 田，2002）

が こ れ か らの支援に は 必要 で ある。

　初動期 の フ ァ ミ リーサ ポートセ ン ターに視点をあ

て依頼会員、提供会員、両方会員 の 現状 を あきらか に

した。父 親 の 子 育て参 加 を促 す よ うな支援 も含 め て、

親支援 の 課題 を探 るた め、意識調査 を通 して、地域に

根ざ した フ ァ ミリ
ー
サ ポー トセ ン ター

の あ り方を検討

した い
。

H　 方法

　H 市は 2002年 7 月、す こ や かセ ン タ
ー

（フ ァ ミ リ

ーサ ポートセ ン ター
） を設 立 し、直前の 6 月か ら会員

募集な どの 準備と とも に 活動を 本格的に 始め た。

　す こ やか セ ン ターの事務局に 依頼 し、フ ァ ミリ
ー

サ

ポー
トを

一
度で も利用 したこ とがあ る人 に調査書を郵

送 し、8 月 下 旬 58．3％の 回収率 を得た。

　依頼会員、提供会 員、両方 会員 の 意識 と現状を考察

した。

皿 　結果 と考察

　1 ヶ 月 の 合計活 動回 数 は、2GO3年 2 月 に 100回を超

え、4 月 に は 200 回 を超 え る な ど、徐 々 に 活 動 回数 が

増 えつ つ あ る。　 （図 1 ）
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図 1 　2002年 7 月か らの 活動件数 の 推移

　 2003 年 9 月、LO月、11 月の フ ァ ミ リ
ー

サポートの

利用平均は 約 180 回ある が、フ ァ ミ リ
ー

サ ポー
トを利

用 す る依頼会員 の ほ とん ど が 定期的 な利 用 が多い た

め、利用 して い る 依頼会員と活 動 し て い る提供会員が

固定 しつ つ ある。その た め、必 然的に
一
度も活動 した

こ とが ない 依頼会員 と提 供会員 が 多くなる。

　現在、フ ァ ミ リ
ーサ ポートの 会員登録者 の うち、依

頼会員と して、1回 で も利用 した こ とがある 入 は、278

名中 100名。提供会員と して 利用 し た こ とが ある人 は

205 名中 IOI　9 で あ り、会員と し て 1回 で も利用 また

は活動 した こ とが あ る割合は、35％前後 で あ る。利用回

数 が 「今 ま で に 1 回 」 か ら 「週 に 5 回」 まで あ り、利

用幅 の 広 い の もひ とつ の 特徴で ある。
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　ま た、定期的に 利用 す る人 が多く、依頼 内容 の 約 6

割 が 保 育所、幼稚園、学童保 育 へ の 迎 え及 び帰 宅後 の

預か りや保育所、幼稚園、学童保育 へ の 迎えが多いた

め 、 夏休み や冬休 み な ど、長期休暇に なる と依頼数が

減るとい う現象が あ る。
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図 2　登録会員数の 月別の 累計推移

（1 ） フ ァ ミ リ
ー

サポートセ ン ター
の 役割と効果

  提 供会 員 にな っ た き っ か け

  フ ァ ミ リ
ー

サポートの 効果 （依頼会員）

  フ ァ ミ リ
ー

サポー
トの 効果 ．（提供会員）

（2 ） フ ァ ミ リ
ー

サポ
ー

トの 問題点

  依頼会員 の 困 っ て い る こ とや 不 安 に 思 っ て い る

　 こ と （図 3）

  提供会員 の 意 見
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  依頼 会員 の 要 望

  依頼会員 の 意見

  提供会員 の 困っ て い るこ とや不安 に 思 っ て い る

　 こ と （図 4 ）

図 42002 年 7 月〜11月の 活動内容 と回 数 の 累計
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IV　ま とめ

　　初動期 の フ ァ ミ リーサ ポートセ ン タ
ー

に は 施設 の

　整備 充 実 と、運 営 内 容 の 人的充実が 求め られ る 。 今

　回 の 対象 で は職員数が 少な く、会員の 中か ら選 ばれ

　て、突発的な出来事の 処 理 や時間外の 対応 をす る サ

　ブ リ
ー

ダ
ー

と呼ばれ る 中間的 な 役割 を果 た す人 が

　い な い 。ま た、大 きな都市で あるの に
一

ヶ 所 で全市

　的な役割を 果た すに は 限 度が あ る。保 育所 、幼 稚 園、

　家庭、地域な どの 隙間 を埋 め る役割機能が さ らに 求

　め られ る 。

　　保育所、幼稚園、学童保育の 送迎が 依頼内容 の 6

　割 で あ る。緊急時や 仕事以外で 1 自分の 時間を持っ

　た め の 依頼件数は 少ない 。

　　フ ァ ミ リ
ー

サポートを依頼す る会員 とセ ン ターと

　の 間に意識 の 違 い が み られ た 。 依頼会員は提供会員

　に専門的なス キ ル や資費を求め て い る。それに 対 し

　て セ ン ターは 人 が 持 っ て いる 余力や ボ ラ ン タ リ
ー

　な意識を有効利用するとい う、直接支援で は ない 補

　完的な考 え方 で ある。

　　フ ァ ミ リ
ー

サ ポー
トの 情報 が 広 く

一
般 市民 に 普及

　 して い な い 、ま た、利 用 の 状況が わ か りに くい など

　の 問題点が ある。
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